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なにをするの?

• 6x6 のボードをつくる
– Lv1: 6x6のマスに石をしきつめる
– Lv2: しきつめた石を、タッチでおいたように見せる
– Lv3: マスの石がどうなっているか、おぼえる
– Lv4: はじめの石をおく
– Lv5: ひっくり返せる石を計算する
– Lv6: パスと勝ち負けをしらべる



考え方

• 石は、よびだされたら、かくれる
– タッチされたら、出てよいか、はいけいにメッセージを送る
– はいけいから、出てよいメッセージをうけたら、出てくる

• はいけいは、ターンをおぼえておく
– 後のレベルで、ひっくり返せる石を計算するため



ターンは数字でおぼえる

• 黒は -1、白は 1
– 「-1」は「マイナス1」と読み、0より1つ小さい数

• ひっくり返すときは、今のターンに -1 をかける
– 黒を返す→ (黒×-1) = (-1×-1) = 1 = 白
– 白を返す→ (白×-1) = (1×-1) = -1 = 黒

0 1 2 3-3 -2 -1

マイナスのかけ算は、
次3ページ使ってせつ明するね



マイナスのかけ算の考え方 (1/3)

• 毎日おこづかいが1円ずつふえるとします。

– 毎日1円ふえるとき、1日後は今より何円多い?

– 式: 1(円) × 1(日) = 1 (円)       答: 1円多い

0 1円-1 1円ふえる

1日後今

まずは、ふつうの
かけ算のおさらい。

次2ページで
マイナスのかけ算。



白を黒にする 「1×−1 = −1」の考え方 (2/3)

• マイナスは「反対」なので、「−1日後」は「1日前」、
「−1円多い」は「1円少ない」という意味

– 毎日1円ふえるとき、1日前は今より何円少ない?

– 式: 1(円) × −1(日) = −1(円) 答: 1円少ない

0 1-1円 1円ふえる

今1日前
つまり

1×−1 = −1



黒を白にする 「−1×−1 = 1」 の考え方 (3/3)

• マイナスは「反対」なので、
「−1円ふえる」は「1円へる」という意味

– 毎日1円へるとき、 1日前は今より何円多い?

– 式: −1(円) ×−1(日) = 1(円) 答: 1円多い

0 1円-1 1円へる

1日前今
つまり

−1×−1 = 1



●ほうせきを ゲットしたい
1.       をおして、プログラムをバラバラにする
2. 後のページを見ながら、プログラムを組み直す
3. をおして、元通り動くか、かくにんする

●ほうせきは いらないから、元にもどしたい
1.        をおす



はいけいの
プログラム

ターンに-1をかけて
ひっくり返す

メッセージを送ってきたキャラ
(ひきすう1) に「おける」メッ
セージを送る。今のターンをひ
きすうにつける。



石の
プログラム

よびだされたら
「いろのこさ」を0
にして、かくれる

はいけいに「おける?」
メッセージを送る。

ターンにあわせて白か黒
のポーズにかえる。

「いろのこさ」を255
にして出てくる。

「じぶん」をひき
すうにすれば、は
いけいは、どの石
に「おける」メッ
セージを送りかえ
せばよいか分かる。


